ではない かと 考え もした。 

ちゆ-つちよ 

尼 はいく ぶん 躊躇しながら も、 何時か その 甥の 申 

出 を 女に 伝える こと を 諾 わない わけに はいかな か つ 

た。 

のわき 

或 野 分立った 朝、 尼 は その 女の もとに 菓子な ど を 

持って来ながら、 いつもの ように 色の 腿め た 衣 を かつ 

いだ 女 を 前にして、 何 か 慰める ように、 

「あなた 様 もどう して 此の儘で い つまで も 居られ ま 

しょう」 と 言いだ した。 「こんな こと はわた くしと し 

て は 申し上げ 悪い ことです けれど、 いまわた くしの 所 



そんな 夜毎に、 女 は 妻戸 をし め 切って、 ともし 火 も 

つけず、 身の 置き どころ もない かの ように、 色の 腿め 

た 衣 を かついだ まま、 奥の ほうに じっと うずくまって 

いた。 かく も 荒れ はてた 棲み 家で は、 奥ぶ かくな どに 

じっとして いると、 その 儘 何 かの 物の けにで も 引っ張 

り 込まれて いってし まいそうな 気がされて、 女 は 怯え 

切り、 殆ど 寐られ ずに 過ごす ことが 多い のだった。 

或し ぐれた 夕方、 尼 は 女のと ころに 来る と、 いつも 

しみじみ 

のように 沁々 と 話し込ん でいた。 「ほんとうに いつま 

で 昔の ままのお 気 もちで いら つ しゃる ので ござ いま 

しょう。」 尼 はこと さらに 歎 ft する ように 言った。 「そ 



が、 一月た ち 二月た ちして いるう ちに、 —— 殆ど 誰 

にも 気 どられ ずに 婢 として 仕えて いるう ちに、 こ 

うして いる 現在の 自分が その 儘で まるきり 自分に も 見 

うつろ 

ず 知らず の もので も あるかの ような、 空虚な 気 もちの 

する 日々 が 過ごされた。 いままでの 不為 合せな 来し か 

たが 自分に さえ 忘れ去られて しまって いるよう な、 I 

I そうして、 そこに は、 自分が 横切って きた 境涯 だけ 

あらの 

が、 野 分の あとの、 うら 枯れた、 見どころ のない、 曠野 

のように しらじらと 残つ ている ばかりであった。 

「いっそもう こうして 婢 として 誰に も 知られずに 一 生 

を 終えたい」 女 はいつ かそう も 考える ようになつ 



下 つ ている 息子の 自慢話な ど をして いるの をき きなが 

おしき げ す 

ら、 折 敷 や 菓子な ど を 運んで くる 男女の 下衆 たちのな 

かに、 一人の 小 がらな 女に 目 をと めて、 それへ じっと 

はしため 

熱心な 眼 ざし を そそいで いた。 他の 婢 と 同様に、 髪 

は 巻き あげ、 衣 も 粗末な の を まとって はいたが、 その 

女 は 何処 やら 由緒 ありそうに、 いかにも 哀れげ に 見え 

た。 その 女 を はじめて 見た ときから、 守の 心 はふし ぎ 

に 動いた。 

I. 一とね リゎら わ 

宴の 果てる 頃、 守 は 一 人の 小 舎 人 童 を 近くに 呼ぶ と、 

何 かこつ そりと 耳打ち をした。 



突然、 男の 顔から 涙が とめどなく ながれて 女の 髪に 

伝わった。 女 は それに 気がつく と、 いかにも 不審に 堪 

えない ように、 小さな 顔 を はじめて 男の ほうへ 上げた _ 

男 は 女と おもわず 目 を 合わせる と、 急に 気で も 狂つ 

たように、 女 を 抱きす くめた。 「矢張りお まえだった 

のか ご 

女 は それ を 聞いた とき、 何やら かすかに 叫んで、 男 

の 腕からの がれよう とした。 力の かぎりの がれようと 

した。 「己 だと 云う ことが 分かった かご 男 は 女 をし つ 

かりと 抱きしめた 儘、 声を顫 わせて 言った。 

きぬ 

女 は 衣 ずれの 音を立てながら、 なお も 必死にの がれ 



ようとした。 が、 急に 何 か 叫んだ きり、 男に 体 を 預け 

てし ま つ た。 

男 は 慌てて 女 を 抱き起した。 しかし、 女の手に 触れ 

ると、 男 は 一層 慌てずに はいられなかった。 

「しっかり していて くれ ご 男 は 女の 背 を 撫でながら、 

漸 つと いま 自分に 返された この 女、 この 女 ほど 自 

分に 近し い、 これほど 貴重な もの はいない の だとい う 

ことが はっきりと 身にしみて 分かった。 そうして 

ァ J の 不為 合せな 女、 前 の 夫 を 行きずり の 男 だ と 思い込 

あき 

んで 行きずりの 男に 身 を まかせる と 同じような 詮らめ 

で 身 を まかせて いた この 惨めな 女、 この 女 こそ この 世 



底本 ： 「昭和 文学 全集 第 6 巻」 小学館 

1988 (昭和 S) 年 6 月 ー 日 初版 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「堀 辰 雄 全集 第 2 巻」 筑摩 書房 

1977 (昭和お) 年 8 月^日 初版 第 ー 刷 発行 

初出： 「改造」 1941 (昭和 S) 年に 月 号 

初収 単行本： 「曠野」 養徳 社、 194 4 (昭和 S) 年 9 

月^日 

※底本の 親 本の 筑摩 全集 版 は、 養徳社 版に よる。 初出 

情報 は、 「堀 辰 雄 全集 第 2 巻」 筑摩 書房、 1977 ( 昭 

和お) 年 8 月^日、 解題に よる。 

人力 .. kompjass 



校正 ： 門 田裕志 

2 003 年に 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozorpgr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



